
奈良県の地域移行の取り組みについて
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奈良県



内容
１ 行政の取り組み

（奈良県精神保健福祉センター）

２ 精神科病院の取り組み
（独立行政法人国立病院機構

やまと精神医療センター）

３ 地域活動支援センターの取り組み
（社会福祉法人寧楽ゆいの会

地域活動支援センターこもれび）
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１ 行政の取り組み

奈良県精神保健福祉センター
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～奈良県～
◆人口：１,３６７,７９２人
(H28.1.1)
◆世帯数：５８３,４６６世帯
◆自治体数：３９市町村

うち中核市１市
◆精神科病院数：１０病院

２,８９８床
◆精神科診療所数：５０数ヶ所
◆精神障害者手帳所持者数：

８,１１４人(H27.6月末)
◆自立支援医療(精神通院)

受給者数：
１５,０８５人(H27.6月末)
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基本情報
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障害福祉圏域数 ５圏域(奈良・西和・中和・東和・南和)

保健医療圏域 ５圏域(奈良・西和・中和・東和・南和)
精神病床に関しては全県１圏域

入院者数
H26 精神保健福祉資料
630調査より

２，４５６人
うち１年以上の入院者数：１，５０２人

平均在院日数
（精神病床）
H26 病院報告より

２６５．５日(全国平均：２８１．２日)

保健所 ４ヶ所（郡山、中和、吉野、奈良市）

相談支援事業所 一般相談支援事業所： ６０ヶ所(H28.2.1)

特定相談支援事業所：１６９ヶ所(H28.2.1)



奈良県障害福祉計画
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H25年
実績

H26年
見込み

H31年
目標

①入院後３ヶ月
時点の退院率 ５１．９％ ５１．９％ ６５．０％

②入院後１年
時点の退院率 ７５．４％ ７５．４％ ９１．０％

③在院１年以上
の長期入院者数 １，４８２人 １，４８２人 １，２００人



人材育成の取り組みの経緯
◆H25年 精神障害者地域移行推進研修会
→地域移行の必要性の理解、県内実践事例の報告、ワークショップ

※官民共同の実行委員会形式で企画し、支援の三角点設置研究会と共催

◆H26年 精神障害者地域移行推進研修会
→精神保健福祉法一部改正を踏まえ、顔の見える関係をつくり、各圏域で

の地域移行を推進することを目的に開催

※官民共同の実行委員会形式で企画し、豊岡健康福祉事務所 栁所長か
ら「日本の社会的入院の現状とれからの地域移行について」講義、精
神科病院の取り組みの報告、葛城圏域の取り組みの報告、当事者の体
験談、兵庫県淡路圏域でのピアサポーターと連携した地域移行の取り
組みについての講義、グループワーク
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地域移行の取り組みの経緯
◆H15～ 精神障害者退院促進支援事業

◆H20～ 精神障害者地域移行特別対策事業

◆H21～23 精神障害者地域移行・地域定着支援事業

◆H24～ 精神障害者地域移行・地位的定着支援事業の
障害福祉サービス個別給付化

※その他、精神科病院実地指導で地域移行への取り組み
の協力依頼
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精神保健福祉センターの取り組み
◆精神科病院ソーシャルワーカー連絡会
→県内１０精神科病院に配属されているPSＷのネットワーク強化を目
的に開催。各病院の地域移行支援の課題の共有や実践報告、病院から
見た地域移行推進のための課題について意見交換を行った。

◆地域活動支援センター連絡会
→各地域活動支援センターのPSWのネットワーク強化を目的に開催。
病院と連携した当事者活動の情報交換や、地域から見た地域移行推進
のための意見交換を行った。

◆市町村・保健所精神保健福祉専門職連絡会
→行政機関に所属するPSＷと地域移行の推進をテーマに開催

◆精神障害者地域移行推進研修会
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来年度以降の抱負・戦略
◆地域移行推進のための人材育成について

・精神保健福祉センター等で開催する研修会や連絡会の場を通して
人材育成を図る。

◆地域移行の推進について
・精神保健福祉センター等で開催する研修会や連絡会の場で地域移

行支援に関わる福祉事業所、病院、行政の各関係機関の地域移行
推進に向けた連携を深めていく。

・各圏域の取り組みを把握し、圏域ごとに支援の差がないよう推進
していく。

・研修会や連絡会等で出た課題を共有するだけで終わらせず、いか
に推進するか検討する場を設ける。
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２ 精神科病院の取り組み

独立行政法人国立病院機構
やまと精神医療センター

11



精神科病院の取り組みについて

独立行政法人 国立病院機構
やまと精神医療センター

医療社会事業専門員 前田 智



＜地域移行・地域定着研修＞
目的：地域移行・地域定着支援に関して、当事者の思いや当院での取り組み、
今後の方向性を理解することで、職員の退院促進に対する意欲・関心の向
上を図る。

開催要項 ポスター



＜地域移行・地域定着支援の概要について＞ ＜退院支援の事例検討、事例検討で生じた
疑問・課題について意見交換＞

＜精神科病院に入院経験のある方による体験発表＞





研修内容
①精神障害者地域移行への取り組み

奈良県 医療政策部 保健予防課職員

②やまと精神医療センターの医療と
これからについて

やまと精神医療センター 副院長

③当事者発表
～入院したこと、そして今の私たちのくらし～

地域活動支援センター利用者



平成２７年度
精神科地域移行・地域定着研修の様子



＜参加者内訳＞

職種
PSW 31
NS. 22

看護学校 7
保健師 3
学生 3
OT 3
SW 2
Dr. 1

その他 7
合計 79



＜所属機関内訳＞

医療機関 38
行政 12
地域 18

学校関係 10
その他 1
合計 79

行政・・・精神保健福祉センター・保健所・市役所（障がい福祉課）・地域包括支援センター等
地域・・・ケアマネジャー・相談支援専門員・就労継続支援B型等
学校関係・・・看護学校教員・短大教員・看護学生



＜アンケート結果＞

とてもよかった 30
よかった 37
やや不満 1
不満 1

未記入 5
合計 73

とてもよかった 22
よかった 48
やや不満 1

不満 0
未記入 2
合計 73

①精神障害者地域移行への取り組み

②やまと精神医療センターの医療とこれから
について



とてもよかった 55
よかった 16
やや不満 0

不満 0
未記入 2
合計 73

③当事者発表
～入院したこと、そして今の私たちのくらし～



平均在院日数の変化
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医療機関からのまとめ
◆平成２５年度から地域移行・地域定着研修を行っ

ている。研修会や実際の事例を通して、スタッフ
間で意識づけに繋がってきていると考える。しか
し、入院時から退院を見据えた支援をイメージし
関わることが大切である。

◆地域移行・地域定着支援のためには、地域連携が
必要であり、「顔の見える関係」から「顔の分か
る関係」に繋げたい。

◆地域連携するためには院内連携が必要不可欠。



３ 地域活動支援センターの取り組み

社会福祉法人寧楽ゆいの会
地域活動支援センターこもれび
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天理市での取り組み
◆病院での交流会

年に１回、市内にある精神科医療機関で交流祭を開催。
圏域内の地域活動支援センター、Ｂ型事業所、家族会が授産

品や雑貨品、地産野菜のバザーなど模擬店を出店している。
入院している患者やその家族、通院している患者はもちろ

ん、医師や看護師やＣＰ、ＯＴなど医療職や地域住民に施設の
活動の様子を知ってもらえる機会となっている。

◆入院中の地域活動支援センターの体験利用
長期に入院している人の中で、退院後居住先が決まっていな

いが退院を希望している人の退院意欲を高めたり、施設を知っ
たり、病院以外の場所での楽しみを見つけるような一つのきっ
かけになればと、試行的に病院と話し合いながら始めている活
動。

入院中、外出の機会を利用して、こもれびを見学、体験でき
ます。昼食会やお茶会などのプログラム活動にも体験可。


